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　　人口の動き

　　10月↑日現在

男　5，147（＋10）

女5，277（＋3）

計10シ424（＋13）

世帯数2，358（士o）

（）内は前月との比較
発行川西町・町長根津正三編集企画室広報係小海正隆定価1部5円印刷白南風社
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10月の休日救急医
　　　　　　　　　　急患以外はご遠慮を

　　12日山口医院2－2174
　　19日富田医院2－3269
　　26日庭野医院2－2711
11月上旬の予定

　　　2日大島医院2－2957
　　　3日　至誠堂医院　2－3276
　　　9日中条病院7－3018
》〉、～午前9時から午後5時まで～、～・＝

“心配ごと相談繍
10月14日　　橘出張所

　　22日　　小白倉公民館

11月　7日　　月見荘

　　12日　　元町公民館

　　　＝　いずれも午後一時から三時まで
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告報会議

克
雪
管
理
セ
ン
タ
ー
を
新
設

　
　
　
　
　
使
用
は
来
月
か
ら

国
保
制
度
改
善
の
意
見
書
も
提
出

　
先
月
一
日
に
招
集
さ
れ
て
い
た
第
七
回
の
議
会
定

例
会
は
、
二
日
以
降
休
会
し
て
い
ま
し
た
が
、
十
日

及
ぴ
十
七
日
の
両
日
本
会
議
を
開
い
て
い
ま
す
。

　
審
議
さ
れ
た
主
な
も
の
は
、
条
例
の
制
定
改
正
四

仙
田
出
張
所

　
克
雪
セ
ン
タ
ー
内
に

　
条
例
の
制
定
、
改
正
は
次
の
と
お
り

で
す
。

◎
克
雪
管
理
セ
ン
タ
ー
設
置
及
ぴ
管
理

条
例
（
十
一
月
か
ら
使
用
開
始
予
定
）

◎
災
害
救
助
条
例
の
一
部
改
正

◎
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も
の
の

報
酬
及
ぴ
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正

◎
出
張
所
等
設
置
条
例
（
仙
田
出
張
所

を
克
雪
管
理
セ
ン
タ
ー
内
に
変
更
）

　
一
般
、
三
千
三
百
万
を

追
加
、
総
額
十
五
億

八
千
万
に

　
補
正
予
算
は
、
一
般
会
計
及
ぴ
農
業

共
済
会
計
の
二
件
、
こ
の
う
ち
一
般
会

計
は
、
三
千
三
百
六
十
七
万
六
千
円
を

追
加
し
て
、
総
額
は
、
十
五
億
七
千
九

十
八
万
六
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
内
容
は
、
◎
克
雪
管
理
セ
ン
タ
ー
内

に
設
け
る
仙
田
へ
き
地
診
療
所
の
建
設

費
二
百
七
万
円
、
◎
農
村
総
合
整
備
計

件
、
補
正
予
算
二
件
、
災
害
復
旧
工
事
の
請
負
契
約

な
ど
の
ほ
か
、
最
終
日
に
は
、
議
員
提
案
に
よ
る
国

民
健
康
保
険
制
度
改
善
と
財
政
強
化
に
関
す
る
意
見

書
が
出
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
原
案
ど
お
り
決
り
ま
し
た

画
費
追
加
二
百
五
万
円
、
◎
林
分
改
良

造
林
事
業
費
一
千
四
百
二
十
五
万
円
、

◎
道
路
新
設
改
良
費
追
加
二
百
五
万
円

◎
神
社
線
消
雪
パ
イ
プ
エ
事
費
増
四
百

六
十
五
万
円
、
◎
集
落
保
安
要
員
設
置

な
ど
雪
害
対
策
費
二
百
四
十
五
万
円
、

◎
ガ
ケ
地
付
近
危
険
住
宅
対
策
費
百
八

十
八
万
円
な
ど
で
す
。

　
こ
れ
ら
に
対
す
る
財
源
は
、
二
千
三

百
三
十
六
万
円
を
国
県
費
に
依
存
し
て

い
る
ほ
か
、
町
債
が
四
百
万
円
減
額
し

た
こ
と
も
あ
っ
て
、
町
税
に
八
百
五
十

万
円
、
財
産
収
入
に
五
百
十
七
万
円
と

自
主
財
源
に
期
待
を
よ
せ
た
形
と
な
っ

て
い
ま
す
。

願請

野
口
東
浦
線
の

改
良
を
採
択

災
害
復
旧
工
事
は
、
昨
年
星
名
新
田

地
内
に
発
生
し
た
も
の
で
、
契
約
金
額

二
千
二
百
五
＋
万
円
で
、
㈱
丸
山
工
務

所
が
施
行
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
工
期
は
、
来
年
の
三
月
末
日
ま
で
で

す
。
　
ま
た
、
議
会
初
日
に
出
さ
れ
て
い
た

町
道
野
口
東
浦
線
一
部
改
良
の
請
願
は

休
会
中
に
委
員
会
審
査
を
行
い
、
十
日

の
本
会
議
で
報
告
の
結
果
採
択
に
決

定
し
ま
し
た
。

　
最
終
日
の
、
国
民
健
康
保
険
制
度
改

善
と
、
財
政
強
化
に
関
す
る
意
見
書
は

議
決
と
同
時
に
、
関
係
行
政
庁
へ
送
付

さ
れ
て
い
ま
す
。
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国
民
年
金

希望者を募集〃宅地

分譲

町
で
は
、
過
疎

対
策
事
業
の
一
環

と
し
て
、
宅
地
の

取
得
を
希
望
す
る

方
を
次
の
要
領
で

各種年金給付額が

　大幅に増額されました

募
集
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

希
望
者
は
、
今
月
三
十
一
日
ま

で
に
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
申
込
み
多
数
の
と
き

は
、
宅
地
分
譲
選
考
委
員
会
で

決
定
し
ま
す
。
申
込
み
や
照
会

に
つ
い
て
は
、
企
画
室
（
土
地

開
発
公
社
川
西
事
務
所
）
ま
で

　
分
譲
所
在
地

一
、
山
野
田
（
町
営
野
球
場
付
近
）

区
画
数
　
一
〇

　
面
積
約
三
三
〇
～
三
五

　
　
　
　
〇
㎡

　
分
譲
時
期
　
来
春
消
雪
後
宅

　
地
造
成
を
行
い
、
分
譲
は
六

月
の
予
定

二
、
栄
町
（
永
久
公
舎
付
近
）

区
画
数
　
二

　
面
積
約
三
一
二
Q
㎡
（
平
屋
建
て

　
　
九
八
、
九
㎡
の
建
物
つ
き
）

の
各
種
年
金

給
付
額
が
、

九
月
分
か
ら

一
一
十
一
、
八
パ

ー
セ
ン
ト
増

額
さ
れ
ま
し

た
。
　
こ
れ
は
、

昨
年
に
続
い

て
、
物
価
ス

ラ
イ
ド
制
の

導
入
に
ょ
り

行
わ
れ
る
も

の
で
、
改
正

後
の
金
額
は

そ
れ
ぞ
れ
次

の
よ
う
に
な

り
ま
す
。

　
売
却
時
期
　
十
一
月
初
旬
競
売
予
定

三
、
高
原
田
（
集
落
移
転
団
地
内
）

区
画
数
　
　
一

　
面
　
積
　
二
〇
二
、
三
一
二
㎡

　
売
却
時
期
　
十
一
月
初
旬
予
定

　
　
　
　
集
落
整
備
事
業
に
準
ず
る
。

※
価
格
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
決
定

　
次
第
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

（
写
真
・
野
球
場
付
近
の
分
譲
地
）

児
童
手
当
、
今
月

か
ら
五
千
円
に

　
十
八
歳
未
満
の
児
童
三
人
以
上
を
養

育
し
て
い
る
家
庭
に
支
払
わ
れ
る
児
童

手
当
が
、
今
月
か
ら
対
象
児
童
一
人
に

つ
き
五
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
ま
で
よ
り
千
円
の
増
額
と
な
り
ま

す
が
、
支
払
い
は
、
来
年
の
二
月
期
と

な
り
ま
す
。
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　　　　　拠出年金

●10年年金　（10年間保険料納付、65歳から受給）

　　年額　212，250円　　月額　1Z687円

●5年年金
（9月分）年額155，840円　　月額1tろ20円

（10月以降）年額156，000円　　月額格，000円

●障害年金
1級年額424，500円　　月額55，575円

2級年額359600円　　月額28，300円

●母子・準母子及び遺児年金

子供1人年額352600円　　月額28，300円

子供2人年額349200円　　月額22100円
　子供3人以上は、ろ人目から1人4，800円（年額）

を加算。

　改定後の年金証書は、保険庁から今月はじめに本

人へ送付しています。

　　　　　福祉年金（10月から）

●老齢福祉年金
　　年額　144，000円　　　月額　12，000円

●障害福祉年金
1．級年額216，000円　　　月額　18，000円

2級年額　144，000円　　　月額　12，000円

●母子及び準母子
　　年額　18ZOOO円　　　月額　15，600円

●老齢特別給付金
　　年額　108，000円　　　月額　　2000円

陶

へ
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町
長
選
挙

町
議
補
欠
選
挙

貞

は
＋
九
日

三
な
い
運
動
で
進
み
ま
し
よ
う

　
任
期
満
了
（
十
月
二
十
七
日
）
に
よ

る
町
長
選
挙
と
、
議
会
議
員
補
欠
選
挙

（
欠
員
一
名
）
は
、
今
月
十
九
日
投
票

と
決
定
し
ま
し
た
。

　
囹
そ
の
日
程
は

・
＋
月
＋
二
日

　
　
選
挙
期
日
の
告
示

　
　
立
候
補
の
受
付
開
始

　
　
不
在
者
投
票
開
始

●
十
月
十
三
日

　
　
立
候
補
届
の
締
切
り

・
十
月
十
六
・
十
七
日

　
　
町
長
選
挙
立
会
演
説
会

・
＋
月
＋
八
日

　
　
不
在
者
投
票
最
終
日

・
＋
月
＋
九
日

　
　
投
票
、
午
前
七
時
か
ら
午
後
六
時

　
　
十
六
か
所
の
投
票
所

　
　
開
票
、
午
後
八
時
半
、
役
場

　
以
上
の
と
お
り
で
す
が
、
立
候
補
者

が
、
そ
れ
ぞ
れ
一
人
の
場
合
は
、
十
四

日
以
降
の
日
程
は
中
止
、
ま
た
は
変
更

さ
れ
ま
す
。

　
囹
今
回
の
有
権
者
は

　
t
日
本
国
民
で
あ
る
こ
と
。

　
2
昭
和
三
十
年
十
月
二
十
日
ま
で
の

　
　
出
生
者
で
あ
る
こ
と
。

　
a
昭
和
五
十
年
七
月
一
日
以
前
か
ら

　
　
引
続
き
川
西
町
に
住
所
を
有
す
る

　
　
こ
と
。

　
鳳
選
挙
犯
罪
等
で
選
挙
権
、
被
選
挙

　
　
権
を
停
止
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
。

　
5
禁
治
産
者
等
で
な
い
こ
と
。

　
お
お
む
ね
、
以
上
の
要
件
を
全
部
満

た
し
て
い
る
方
は
、
投
票
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
囹
今
回
の
投
票
は

t
町
長
選
挙
に
つ
い
て
は
、
記
号
式
投

　
票
用
紙
と
な
り
、
候
補
者
氏
名
を
印

　
刷
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
投
票
し
よ

　
う
と
す
る
人
の
氏
名
の
上
の
欄
に
、

　
○
印
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
△
印

　
や
口
印
や
×
印
を
記
入
し
ま
す
と
、

ご
協
力
に
感
謝
“
農
村
総
合
整
備
計
画

　
農
村
総
合
整
備
計
画
の
部
落
要
望
の

取
り
ま
と
め
に
は
、
全
町
内
の
皆
さ
ん

の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　
現
在
、
要
望
事
項
等
の
整
理
に
大
わ

ら
わ
の
状
況
で
す
が
、
皆
さ
ん
の
期
待

に
そ
え
る
よ
う
努
力
し
た
い
考
え
で
す
。

　
い
ず
れ
、
具
体
的
な
こ
と
が
ら
に
つ

い
て
は
、
何
ら
か
の
方
法
で
お
知
ら
せ

す
る
予
定
に
し
て
い
ま
す
。

　
無
効
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ

　
さ
い
。

　
　
な
お
、
不
在
者
投
票
は
、
従
来
ど

　
お
り
の
様
式
の
投
票
と
な
り
ま
す
が

　
印
刷
の
色
は
、
黒
色
が
町
長
選
挙
用

紙
で
す
。

2
町
議
補
欠
選
挙
の
投
票
は
、
赤
刷
り

　
の
用
紙
に
従
来
ど
お
り
、
候
補
者
氏

　
名
を
一
名
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

　
囹
明
る
く
正
し
い
選
挙
を

　
選
挙
を
き
れ
い
に
す
る
た
め
に
は
、

お
金
や
品
物
、
義
理
や
人
情
に
惑
わ
さ

れ
な
い
こ
と
が
大
切
で
す
。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

　
今
ま
で
の
選
挙
で
、
一
部
分
の
方
で

す
が
違
反
者
を
出
し
て
い
る
こ
と
は
残

念
な
こ
と
で
す
。
今
回
こ
そ
は
、
候
補

者
は
も
ち
ろ
ん
、
運
動
員
も
私
た
ち
有

権
者
も
、
選
挙
の
き
ま
り
を
守
り
、
貴

重
な
一
票
を
け
が
さ
な
い
、
き
れ
い
な

選
挙
を
推
進
し
て
、
過
去
に
お
け
る
汚

名
を
返
上
し
た
い
も
の
で
す
。

　
「
お
く
ら
な
い
、
も
ら
わ
な
い
、
も

と
め
な
い
」
の
「
三
な
い
運
動
」
を
強

力
に
展
開
し
、
金
の
か
か
ら
な
い
選
挙

明
る
く
正
し
い
選
挙
を
、
是
非
実
現
し

て
く
だ
さ
る
よ
う
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

教
育
委
員
会
の

人
事
を
変
更

　
教
育
委
員
長
の
丸
山
宗
太
郎
氏
は
、

先
月
十
五
日
任
期
満
了
に
よ
り
退
任
さ

れ
ま
し
た
。
同
氏
は
、
昭
和
三
十
九
年

七
月
教
育
委
員
に
就
任
、
以
来
今
日
ま

で
の
長
期
間
、
委
員
長
と
し
て
多
く
の

業
績
を
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
に
と
も
な
い
、
教
育
委
員
会
の

人
事
は
、
次
の
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

委
員
長
　
　
　
小
川
伊
作

教委職
育　 務
長員代
　　理
　　者

丸馬金

山場山

富卜良

司禅晃

善
意
あ
り
が
と
う

　
　
　
　
香
典
返
し
二
件

◎
伊
友
の
櫃
間
利
一
さ
ん
か
ら
、
先
に

亡
く
な
ら
れ
た
、
父
治
郎
兵
衛
さ
ん
の

香
典
返
し
と
し
て
三
万
円
。

◎
高
原
田
の
丸
山
満
さ
ん
か
ら
、
亡
く

な
ら
れ
た
父
安
太
郎
さ
ん
の
香
典
返
し

と
し
て
一
万
円
。
そ
れ
ぞ
れ
社
会
福
祉

に
ご
寄
附
い
た
だ
き
ま
し
た
。

牌
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
料

健
在
な
り

　
　
青
年
団
活
動

▲
町
に
青
年
団
活
動
が
消
え
つ
つ
あ

る
こ
と
は
、
な
ん
と
し
て
も
寂
し
い
。

　
先
日
も
、
な
ん
と
か
し
て
昔
の
青

年
団
を
よ
み
返
ら
せ
た
い
、
と
往
年

の
団
長
な
ど
を
ま
じ
え
、
研
究
会
が

も
た
れ
て
い
る
が
、
時
代
の
流
れ
、

人
の
動
き
な
ど
か
ら
、
簡
単
な
こ
と

で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
ん
な
状
況
を
よ
そ

に
、
い
ま
だ
衰
え
も
み
せ
ず
活
発
な

団
活
動
を
展
開
し
て
い
る
所
が
あ
る
。

　
団
員
数
二
十
三
名
、
明
治
年
代
か

ら
の
議
事
録
が
保
存
さ
れ
て
い
る
と

い
う
、
伝
統
と
歴
史
を
誇
る
小
白
倉

青
年
団
が
そ
れ
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
今
月
は
、
同
団
の
活
動

状
況
を
紹
介
す
る
こ
と
に

し
た
。

　
町
内
の
青
年
諸
君
の
奮

起
の
一
助
に
な
れ
ば
幸
い

で
あ
る
。

▲
九
月
十
九
日
、
今
年
第

十
四
回
目
の
定
例
総
会
を

開
催
、
お
り
し
も
、
農
村

総
合
整
備
計
画
の
部
落
要

望
を
青
年
団
に
も
検
討
を

要
請
さ
れ
た
と
か
。

　
い
や
、
そ
の
活
発
な
る

論
戦
は
み
ご
と
な
も
の
、

十
年
後
の
部
落
の
展
望
は

わ
れ
わ
れ
若
い
者
が
見
定

＊
＊
＊

め
な
け
れ
ば
・
…
と
い
わ
ん
ば
か
り

に
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が
飛
ぴ
出
す
。

　
将
来
と
も
、
こ
の
地
で
生
き
た
い

と
す
る
若
者
の
、
部
落
を
お
も
ん
ば

か
る
姿
が
、
あ
り
あ
り
と
伺
え
た
。

▲
部
落
に
若
い
人
の
姿
が
見
ら
れ
る

ほ
ど
心
強
い
も
の
は
な
い
。
小
白
倉

の
場
合
、
極
端
な
過
疎
現
象
は
な
か

っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
錦
鯉
と
い
う

時
代
に
あ
っ
た
産
業
の
開
拓
も
あ
っ

た
に
し
ろ
、
や
は
り
、
期
待
さ
れ
る

若
人
の
活
気
あ
る
姿
が
消
え
な
か
っ

た
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
例
え
ば
、
部
落
の
苗
代
消
毒
、
田

植
な
ど
は
、
青
年
団
が
率
先
し
て
活

躍
し
て
い
る
．

　
文
芸
誌
の
発
行
や
、
他
団
体
と
の

交
換
会
、
産
業
視
察
、
そ
の
ほ
か
、

祭
り
、
お
盆
は
若
い
人
た
ち
が
中
心

と
な
っ
て
盛
り
あ
げ
て
お
り
、
部
落

へ
の
奉
仕
面
も
大
き
い
。

　
お
も
し
ろ
い
風
習
と
し
て
、
祭
り

に
は
神
社
に
モ
ミ
ジ
の
大
木
（
お
花

木
と
い
う
）
を
奉
納
し
、
部
落
で
お

め
で
た
い
こ
と
の
あ
っ
た
家
を
中
心

町
内
さ
《
ぽ
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

に
、
引
き
ず
り
ま
わ
す
と
の
こ
と
。

そ
こ
の
家
で
は
、
酒
食
で
歓
迎
す
る

と
か
、
こ
の
へ
ん
も
部
落
全
体
の
融

和
が
保
た
れ
る
由
縁
か
も
し
れ
な
い
。

▲
人
心
の
荒
廃
や
、
奉
仕
活
動
の
精

神
が
薄
れ
つ
つ
あ
る
今
日
、
団
活
動

の
目
的
が
と
り
ざ
た
さ
れ
て
い
る
が

小
白
倉
の
場
合
、
部
落
へ
の
貢
献
も

去
る
こ
と
な
が
ら
、
自
ら
の
仲
間
づ

く
り
、
研
修
に
努
め
、
よ
り
よ
い
地

域
発
展
に
結
ぴ
つ
け
る
と
い
う
。

　
集
っ
た
仲
間
は
、
口
を
そ
ろ
え
て

楽
し
さ
を
語
る
。

　
飲
む
こ
と
も
多
い
、
遊
ぶ
こ
と
も

多
い
、
で
も
、
仲
間
の
中
に
は
な
に

か
が
あ
る
・
・
3
・
・
と
。

　
う
ら
や
ま
し
さ
の
あ
ま
り
、
時
の

た
つ
の
も
忘
れ
て
、
語
り
合
っ
て
し

ま
っ
た
。

　
こ
ん
な
組
織
が
、
も
う
一
度
町
全

体
に
つ
く
れ
る
な
ら
、
ど
ん
な
に
か

す
ば
ら
し
い
こ
と
だ
ろ
う
。

　
小
白
倉
青
年
団
よ
す
え
長
く
、
と

念
じ
つ
つ
帰
路
を
急
い
だ
。
（
写
真
・

総
会
で
語
合
う
小
白
倉
青
年
団
）

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
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“
文
化
の
秋
”
で
す

あ
な
た
も
ど
う
ぞ
作
品
を
〃
”

　
来
月
の
十
五
、
十
六
日
に
、
川
西

町
で
は
初
め
て
の
総
合
的
な
「
美
術

展
」
が
開
か
れ
ま
す
。

　
文
化
の
香
り
高
い
町
を
育
て
て
い

く
た
め
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
趣
味
な

ど
を
、
是
非
こ
の
機
会
に
ひ
ろ
う
し

て
く
だ
さ
い
。

赤い羽根

共同募金のおねがい
ねたきり老人のために

　
今
年
も
、
全
国
か

っ
せ
い
に
赤
い
羽
根

共
同
募
金
が
始
ま
り

ま
し
た
。

町
で
は
、
封
筒
募

金
に
よ
っ
て
毎
年
皆

さ
ん
の
ご
協
力
を
い

た
だ
き
、
福
祉
施
策

に
大
き
く
貢
献
し
て

い
ま
す
が
、
今
年
も

四
十
五
万
五
千
円
の

目
標
で
皆
さ
ん
に
お

願
い
す
る
こ
と
に
な

釈1〃た濁

r
，
．
．

※
出
品
規
程

t
主
催
　
町
美
術
協
会

2
後
援
　
教
育
委
員
会
、
商
工
会
等

3。

会
期
　
十
一
月
十
五
日
ω
か
ら

　
　
　
　
　
ラ

　
　
　
十
六
日
日
、
九
時
～
五
時

　
　
　
　
　
　

峨
会
場
　
総
合
セ
ン
タ
ー

5
対
象
　
町
民
及
ぴ
町
内
に
勤
務
す

　
　
　
る
人
で
中
学
生
以
上

6
作
品
　
絵
画
、
書
道
、
写
真
等

　
　
　
点
数
制
限
な
し
、
発
表
済
の

　
　
　
作
品
で
も
よ
い
。

7
”
参
加
料
　
一
点
に
っ
き
一
般
三
百

　
　
　
円
、
中
高
校
生
二
百
円

　
そ
の
他
詳
細
は
、
高
校
川
西
分
校

か
総
合
セ
ン
タ
！
へ

　
な
お
、
書
道
部
門
は
、
今
月
二
十

八
日
ま
で
毎
週
火
曜
日
夜
七
時
か
ら

セ
ン
タ
ー
で
練
習
会
を
行
っ
て
い
ま

す
。
無
料
で
す
の
で
ど
う
ぞ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

り
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
、
一
人
で
も
多
く
の
方
々
の
ご
理
解

　
一
世
帯
ほ
ぼ
二
百
円
の
目
や
す
で
、
　
　
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

嘱
託
員
を
通
じ
お
願
い
し
て
い
ま
す
の
　
　
　
　
　
　
　
　
川
西
町
共
同
募
金
会

　
　
月
額
四
千
円

　
　
　
　
　
　
在
宅
重
度
障
害
者
手
当
を
新
設

　
今
月
か
ら
、
在
宅
の
重
度
障
害
者
の

方
々
に
、
福
祉
手
当
が
月
額
四
千
円
支

給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
制
度
の
概
要
は
、
次
の
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
該
当
す
る
と
思

わ
れ
る
方
は
、
今
月
三
十
一
日
ま
で
に

役
場
の
社
会
課
ま
で
お
い
で
く
だ
さ
い
。

■
支
給
要
件

一
、
精
神
及
ぴ
身
体
に
重
度
の
障
害
を

　
有
し
、
日
常
生
活
に
常
時
介
護
を
要

　
す
る
こ
と
。

二
、
日
本
国
籍
を
有
し
、
現
に
日
本
国

　
内
に
所
在
地
を
有
す
る
こ
と
。

三
、
在
宅
の
障
害
者
で
、
廃
疾
の
事
由

　
と
す
る
他
の
制
度
の
給
付
を
受
け
て

　
い
な
い
も
の
。
　
（
障
害
福
祉
年
金
、

　
特
別
児
童
扶
養
手
当
は
、
併
給
で
き

　
る
。
）

■
支
給
対
象
障
害
者

　
一
、
日
常
生
活
に
常
時
介
護
を
要
す
る

　
程
度
の
身
体
障
害
者
、
　
（
身
体
障
害

　
者
手
帳
一
級
及
ぴ
二
級
の
一
部
を
含

　
む
。
）

　
二
、
長
期
に
わ
た
る
安
静
を
必
要
と
す

∞∞厳綴

漿
謙

　
剛
　
覧
　
嘱
　
魅
　
曜
　
亀
　
電
　
曜
　
価
　
鮎
　
曜
　
剛
　
臨
　
●
　
嘱
　
嘱
　
鋸
　
覧
　
駕
　
竃
　
鋸
　
艦
　
嘱
　
覧
　
電
　
も
　
亀
　
亀
　
魅
　
魁
　
亀
　
亀

う
ぶ
声
1
お
す
こ
や
か
に

戸
田
奏
子

羽
鳥
佳
康

五
＋
嵐
リ
エ

星
名
聡
美

戸
田
裕
紀

登
坂
道
大

丸山

安
紀
子

進誠和光勝剛賢
　　雄夫一一　樹

二二二長長長』二三
女男男女女男女

原岩野伊野木仁
田瀬口友口落田

る
症
状
の
療
養
者

三
、
日
常
生
活
に
お
い
て
、
常
時
監
、

介
護
を
要
す
る
精
神
障
害
者

四
、
日
常
生
活
に
お
い
て
、
常
時
介
助

ま
た
は
介
護
を
要
す
る
精
神
及
ぴ
身

　
体
の
障
害
を
あ
わ
せ
も
つ
者

　
な
お
、
詳
し
く
は
、
社
会
課
に
お
た

ず
ね
く
だ
さ
い
。

民
俗
資
料

　
　
　
　
　
　
　
【
九
月
分
】

◎
入
手
品
　
仙
田
校
歌
額
、
仙
田
校
額

仙
田
校
旗
、
仙
田
青
年
学
校
旗
、
室
島

青
年
団
旗
、
少
年
団
旗
、
真
綿
か
け
具

大
小
、
八
反
取
り
二
丁
、
し
ょ
い
ば
し

ご
、
や
せ
馬
、
お
い
こ
、
ね
こ
（
子
供

背
中
あ
て
）
、
こ
だ
し
（
て
ご
）
、
軍

隊
用
皮
き
ゃ
は
ん
、
ゲ
ー
ト
ル
、
雨
が

っ
ぱ
、
づ
の
う
、
ズ
ッ
ク
は
い
の
う
、

た
て
ぎ
ね

　
人
権

「
，
コ
ー
ナ
ー
⑥
量
」

鴨
〈
心
配
ご
と
〉
　
　
　
　
　
　
　
　
鴨

り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ

『
　
住
宅
が
古
く
な
つ
た
の
で
、
改
騒

ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

『
築
し
た
い
と
思
い
、
工
事
の
足
場
　
哺

ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ

鴨
等
の
関
係
で
、
工
事
中
隣
接
地
を
　
嫡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

輔
使
用
さ
せ
て
ほ
し
い
と
隣
家
に
申
　
閣

ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

鴨
入
れ
ま
し
た
が
、
な
か
な
か
承
諾
　
藺

ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

噛
し
て
く
れ
ま
せ
ん
。
ど
う
し
た
ら
輔

ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
よ
い
で
し
よ
う
か
。
　
　
　
　
　
繭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

一
〈
お
答
え
〉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鴫

ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

噛
　
土
地
の
所
有
者
は
、
建
物
の
建
白

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

鴨
造
、
ま
た
は
修
繕
の
た
め
に
必
要
　
顧

り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

一
な
範
囲
で
、
隣
地
の
使
用
を
請
求
噛

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
噛

一
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
　
　
　
　
噛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

閣
　
し
か
し
、
隣
人
に
損
害
を
与
え
　
『

ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

隅
た
場
合
に
は
、
賠
償
し
な
け
れ
ば
『

鴨
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
q

一
な
り
ま
せ
ん
。
　
　
　
　
　
　
　
鴨

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
陶

の
ー
1
量
魯
9
1
1
1
1
1
吐
盤
1
9
9
1
唇
ー
し

◎
寄
贈
者
（
敬
称
略
）
　
室
島
部
落
、

押
木
竜
吉
（
田
戸
）
、
上
村
誠
（
上
野

）
、
南
雲
正
明
（
中
仙
田
）

一
＝
一
＝
＝
＝
一
＝
一
＝
－
＝
一
＝
一
＝
＝
＝
一
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
一
＝
一
＝
＝
＝
＝
＝
一
＝
＝
一
＝
＝
口
＝
＝
＝
一
＝
一
＝
＝
＝
＝
＝

鋸羅渠蘇自難
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さ
ご
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円
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二
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男
　
中
仙
田
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橋
　
直
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田
　
中
か
ら

畠
山
　
一
久
山
野
田

宮
澤
み
ち
よ
　
十
日
町
か
ら

昇
天
1
ご
め
い
福
を
祈
る

齋丸高青
藤山橋木

孝准ハユ
司ニノレフ

佐
久
間
サ
ワ

丸
山
安
太
郎

高滋村滋
橋野山野
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電
所
通

高
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八八八八六六六五五五
八四〇〇七一〇五四一

　
　
お
わ
ぴ

　
先
月
号
、
老
人
の
記
事
の
中
で
、
喜

寿
祝
金
”
四
一
六
人
に
、
と
の
見
出
し

が
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
敬
老
祝
金

”
四
一
六
人
の
あ
や
ま
り
で
し
た
。

　
訂
正
し
て
お
わ
ぴ
し
ま
す
。

小わ琶

俳
壇

太
田
白
南
風
選

白
倉
圭
　
子

日
記
帳
き
ぴ
し
き
残
暑
の
日
の
続
く

か
ぷ
菜
蒔
く
一
雨
ほ
し
き
残
暑
か
な

刈
り
終
え
し
田
の
広
々
と
暮
れ
に
け
り

露
深
し
う
ら
な
り
の
な
す
二
つ
三
つ

　
　
　
　
　
　
　
小
白
倉
　
江
口
凡
石

敬
老
の
日
う
れ
し
き
事
の
多
か
り
し

揖
け
稲
に
く
ら
く
な
り
た
る
作
業
小
屋

鮒
け
稲
の
乾
く
残
暑
の
日
が
続
く

　
　
　
　
　
　
　
小
白
倉
片
桐
玉
章

放
課
後
の
校
庭
広
く
秋
雨
す

野
沢
菜
の
青
く
そ
だ
ち
て
秋
日
和

小
春
日
や
写
生
の
子
等
の
笑
い
声

　
　
　
　
　
　
　
松
風
園
　
南
雲
文
峯

赤
と
ん
ぼ
飛
ぴ
ひ
ろ
ぴ
ろ
と
白
き
雲

　
　
　
　
　
　
　
中
仙
田
仙
蒼
子

野
の
花
に
雁
来
紅
も
添
え
て
持
ち

納
税
メ
モ

間
接
税
（
続
）

△
揮
発
油
税
闘
揮
発
油
の
製
造
者

　
に
、
移
出
量
に
よ
り
課
税

△
石
油
ガ
ス
税
”
石
油
ガ
ス
を
自

　
動
車
用
の
石
油
ガ
ス
容
器
に
充

　
て
ん
す
る
者
に
、
充
て
ん
重
量

に
ょ
り
課
税

△
航
空
機
燃
料
税
”
航
空
機
の
所

　
有
者
に
、
積
込
ま
れ
た
燃
料
の

量
に
よ
り
課
税

　
こ
の
よ
う
に
量
に
対
し
て
課
税

さ
れ
る
も
の
を
従
量
税
と
い
い
、

物
価
が
上
が
っ
て
も
税
収
は
増
え

ま
せ
ん
。
一
方
、
価
格
に
対
し
て

課
税
す
る
従
価
税
は
、
物
価
上
昇

に
よ
り
、
税
収
も
増
加
し
ま
す
。




